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❶人口ビジョン達成のための人口対策の方向性について

減
少
分
を
補
う
た
め
に
は
毎
年
ど
の
程
度
の

改
善
（
流
出
抑
制
・
転
入
促
進）
が
必
要
か
？

人口問題研究所の最新の推計によると2060年の本市の人口は目標2万人に対し約1.3万人と▲7千人ほど足
らない状況となります。この結果を踏まえ2060年で2万人を達成するためには最新の推計値より毎年＋11
４人/年（15～39歳まで）まで増加する必要があります。

20,191
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❷五島市が特に力を入れていくべき分野について

市民アンケート結果（重要度×満足度）と現行計画の戦略プロジェクトの合致状況（○が一致）

市民満足度が低く重要度が高い分野は、現在でも変わらず重要な分野である。

振興
振興



《基本目標３》
安全・安心で住みやすさ日本
一の“しま”をつくる
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１-1 農林業振興プロジェクト

2-1 観光による交流拡大プロジェクト

《基本目標１》
五島の恵みを活かし、
雇用を生み出す“しま”をつくる

《基本目標２》
五島の魅力を発信し、
世界に誇れる“しま”をつくる

3-1 健康で安心して暮らせる地域共生社会づくりプロジェクト

《基本目標４》
五島の宝・子どもが育ち、
輝く“しま”をつくる

4-1 結婚・出産・子育て支援プロジェクト

市民アンケート結果（重要度×満足度）と現行計画の戦略プロジェクトの合致状況

1-2 水産業振興プロジェクト

1-3 物産・ブランド振興プロジェクト

1-4 企業誘致・地場産業振興プロジェクト

1-5 再生可能エネルギー産業・次世代産業創出プロジェクト

2-3 スポーツを通じた交流拡大プロジェクト

2-2 ＵＩターン促進プロジェクト

3-2 インフラ整備プロジェクト

4-2 教育のしまづくりプロジェクト

【
ひ
と
】

人
材
確
保
・
事
業
承
継
・
人
材
育
成・
多
文
化
共
生
な
ど

【
経
済
】

関
係
人
口
や
外
部
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

【
進
化
】

に
よ
る
社
会
構
造
の
改
革
と
ブ
ラ
ン
ド
化

DX
×
GX

ヒアリングなどで浮かび上がった
分野横断的課題現行体系

※朱書きは重要度が高い領域にある分野
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分野横断的課題に対するキーワードと取り組みイメージ

【ひと】
人材確保・事業承継

・人材育成・多文化共生など

【経済】
関係人口や外部との連携
による地域経済活性化

【進化】
DX×GXによる

社会構造の改革とブランド化

• 深刻化する人材不足に対応するため、新卒向
けの就労支援の強化や隙間ワーク、マッチン
グなどの多様な手段を実践。

• 県や民間機関と連携した事業承継。第三者承
継も含めた取り組みを強化。

• 五島日本語学校の生徒など外国人人材の活用
や外国人が暮らしやすい環境整備を推進。

• UIターンの更なる強化とUIターン者と連携し
たまちづくり。

• ワーケーションを通じ関係が深まった企業と
の連携や大学連携などによるまちづくり。

• 高付加価値化・⾧期滞在型観光への転換によ
るインバウンド富裕層などの誘客や二地域居
住・⾧期滞在の実現による外貨獲得。

• 五島市全体のブランド化・高付加価値化によ
る外部資金の取り込みの強化

• あらゆる分野におけるデジタル実装とDXの推
進による暮らしと経済の進化を図るとともに、
デジタル人材の育成を強化。
⇒五島市DX推進基本方針を踏まえ事業化

• 洋上風力発電など再生可能エネルギーの活用
によるゼロカーボンシティとしての地域活性
化と地域ブランドの確立（GXと総称）
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個別分野の見直しポイントなど

ゼロカーボンシティ実現に向けた取組み、電力拡大、電気自動車普及 など

＜新たな視点・重点ポイントなど＞
※市民アンケート・庁内ヒアリング結果より

市全体のDX推進に向けた取組み（自動運転など） など

担い手確保・育成、肥育の支援強化、貯蔵基盤の整備
林業における再エネ関連の取り組み（木質バイオマスなど）
DX関連の取り組み、所得向上 など

企業誘致制度の見直し、オフィス業の誘致、就労支援・外国人雇用
質の高い雇用 など
起業・創業支援、県と連携した事業承継、DX化 など

担い手確保・育成、マグロ以外のブランド魚育成、輸送コスト低減に向
けた取り組み、所得向上 など

椿の有効活用 など

「五島〆」によるブランディング など

全国展開の強化、ふるさと納税の有効活用 など

広報・情報発信の強化、インナーブランディングの強化 など
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施策体系の検討・見直しについて

観光振興計画（R6.3策定）の体系に合わせた見直し
・高付加価値化
・国内外に向けた戦略的誘致・プロモーション
・インバウンド対策
・持続可能な観光基盤づくり など

空き家の流通促進、ワーケーションの推進方法の検討 など

GWや夏休みなど以外の閑散期の誘致活動の強化など

屋内トレーニング施設などの施設整備の検討、企業版ふるさと納税を
活用した維持管理、予約システムの整備検討など

部活動の地域移行に対する取り組み など

企業説明会の開催方法の検討 など

＜新たな視点・重点ポイントなど＞
※市民アンケート・庁内ヒアリング結果より

体系見直し
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施策体系の検討・見直しについて

廃校舎などの遊休資産の有効活用、道路・橋梁等のインフラ整備 など
技術者の確保・育成

図書館の有効活用活用 など

ビジターセンターの有効活用、学校統廃合の検討 など

父親の子育て参加、発達障害支援、児童虐待対策、子どもの居場所
づくり、子育てに関する情報発信支援 など

長崎県婚活サポートセンターとの連携強化、イベント開催 など

「チョイソコごとう」の有効活用、ドライバー等の確保、ライドシェアなどの新たな制度
の活用、島外交通の充実、空港機能強化・活性化 など

まちづくり協議会における自主財源確保に向けた仕組みづくり
人材育成体制（中間組織など）の検討など

認知症施策の体系整理、介護予防の取り組み強化、在宅医療支援、オンライン
診療などデジタル活用、産婦人科・小児科などの維持に向けた人材確保
医療機関の充実・アクセス向上 など

障がい者の自立支援 など

引きこもり支援の在り方検討、相談支援体制の検討（重層的支援体制整備事業）

教育環境の充実、英検活用、イングリッシュキャンプなどの活用促進 など

生徒支援の強化（不登校対策、特別支援、指導者向けの取り組みなど）

留学生・受入双方の相談体制の強化 など

上記以外

上記以外

防災・国民保護に関する取り組みなど

＜新たな視点・重点ポイントなど＞
※市民アンケート・庁内ヒアリング結果より
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基本目標と戦略プロジェクト等の見直し（案）

《基本目標３》
安全・安心で住みやすさ日本一の“しま”をつくる

《基本目標１》
五島の恵みを活かし、雇用を生み出す“しま”をつくる

《基本目標２》
五島の魅力を発信し、世界に誇れる“しま”をつくる

《基本目標４》
五島の宝・子どもが育ち、輝く“しま”をつくる

《基本目標３》
安全・安心な、魅力ある“しま”をつくる

《基本目標１》
産業を活かし、稼ぐ“しま”をつくる

《基本目標２》
世界中から訪れる、癒しの“しま”をつくる

《基本目標４》
人が育ち、輝く、学びの“しま”をつくる

＜見直し案＞〇基本目標の見直し

〇戦略プロジェクトの見直し

３－１
健康で安心して暮らせる地域共生社会づくりプロジェクト

地域コミュニティの維持・活性化プロジェクト

健康で長生きできる環境づくりプロジェクト

〇重点事業の見直し

重点事業については、次期総合戦略で取組む施策等の照会を行いますので、取りまとめ後に、見直しを
行います。


